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春lこ核入れする母貝の仕立について

長 谷川 進

(御フ!て本真珠研究室)

植木東彦

(国立突事長所究所)

4-5月頃にするほ貝の仕立、いわゆる「卵抑制jの作業は英虞湾近辺で

は前年の10-11月l訴から始められ.平箆や竹筏(卵抜箆)に普通の養殖の場合

より多めに詰め合わせて、避寒が可能であってしかも比較的水温の低くなるifft

場を由って地活をしたり、筏に深吊りするなどの方法がおこなわれています。

この作業の目的は冬τl'の貝の活動を抑制して抱卵11守閣を遅らせることにあり

ます。その意味では10-11月に詰合わせなして低水温の漁場におくという現行

方法は生殖腺の発達の時期や発達のために必要aな環境要国をたくみに断ち切っ

ており、非常に合理的だと思います。実際にこの処理をおこなった貝と処理を

おこなわずに避寒した貝とを春になって比較した均合、その生タ協の発達程度

に明らかな差異会認めることが出来ます。 1)

このような卵抑制処理をおこなって4-5月に核入れ作業をした民では箆死・

脱核或いは異常哀珠が多いということを島々耳にします。

その原因として、越冬中の低水温で、貝が疲労していたためとか持核の水

が低くその後の水温も不安定なためなどともいわれております。

J組本2.3)によれば6-7月頃の作業では母民のfJ立が作業後の緊死・脱核或い

は異常哀珠の形成と官接に関連しており、仕立が不充分な場合には搾死・脱核

或いは異常真珠が多くなることが明らかにされています。仕立の真の

挿核IqIjの貝の活力主ピ調設し、持核手術に際し過剰な生体鼠反応を起させない

ようにすることにあり、この:r，j"f.が奨死・脱核武いは呉常冥珠の形成を防止する

のに役立っています。

これらの研究をもとにして4-5月の作業を考えた場合、仕立における活力の

調整という点、に問題があると考えて、実験をおこなってみました。まず今回は

その第 1段階として、卵抑制処理に伴なう貝の生理的変化を追究し、その採取

珠との関連について検討しました。

実験の詳細は次の通りです。



実験 1 越冬中の処理を違えた場合

1) 実験期間: 昭和37年11月12日より昭和138年8月28日まで。

2) 実験場所: 御木本莫珠多徳養殖場(三重県志摩郡・英虞湾)。

3) 実験方法: 3年生・ 120掛の貝を使用し、貝掃除撰別後4群に後け、次の

様な処理をおこないました。

第1図 実験宍施図(越冬中の処理を違えた:場合)

11月12日 4月17日

A群 :11月12日に竹誌に85貝宛収容し、水深12mの漁場の 7m層に吊りまし

た。越冬中の 5ヶ月は手入れを行なわず、春水i置が16
0

Cに上昇した

4月17日(挿核10日前)に貝掃除をしてから新しい竹寵に 110貝宛収

容し、水深10mの漁場の 571も層に吊りました。

B群 :11月12日に金制稚貝寵(網目2cm) に150貝宛収容しA群と同漁場に吊

りました。その後の処理はA訴と同様に 4月17日に貝掃除をしてから

竹寵に110員宛収容し、水深10mの漁場の5m層に吊りました。

C群: 母貝養殖用の金網平箆を用い処理は B群と全く同様におこないまし

た。

D群 :11月12日にC群と同じ容器(平箆)に150貝宛収容し、千潮時1-l.5m 

位の深さの漁場に地活しました。(器質は岩または小石まじりのとこ

ろ)なお、 2m層の水温が120C以下となった1月16日から3月22日まで

の65日間はA・8・Cの3鮮と同じ場所に吊り、その後再び地活をし

て貝捕除などをせずに挿核しました。(第1図参照、)

これらの 4群l'C.対して 4月初日に挿核手術をおこない、 5.5mm(1. 8分)の核

を「ふくろ」に 1ケ入れしました。
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各群の施術貝~i:.12 日間養生してから沖/:t\しし、 6 月 29 日に貝掃除をおこない、

8月28日 (4ヶ月間養殖)に各群100貝づっ試験採取しました。

これら試験貝の生理状態の観察は粁品体重量・足糸分泌数・ハサキの伸び・

生殖腺・腕および外套膜の色調などの諸点について 2月5日・ 3月13日・ 4月2日

4月9日・ 4月17日・ 4月26日(挿核日)および挿核後 5・10・20・30・40日自の

11回にわたっておこないました。粁晶体は採貝後直ちに宵を切開して取出し、

漉紙上に置き附差した粘液・食物塊を去り、予め重量を測った細いビニーノレ管

(ストロー)内に密封し、十一νヨソ・パラシスにて秤量しま Lた。 2)

4) 実験結果及び考察

i) 粁品体重量の変化: 実験過程での粁品体の重量の変化を平均値をもっ

て第2閲・第3図に示しました。

第2図越冬r-t"'における杵晶体重量の変化

_A  

企一一一一一一司r てZ52=53Lads
一一一阻止===i~:7ι@一一

13/1 ~ '[¥. 9/I¥' 17/1i" 2GI昨

観察
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処理主ど始める前 (11月12日)には41.2ミリグラムでありましたが処理後節目

の2月5日には約対~冗に減少してます。この減少については、この間の観察が

ないのではっきりしたことは分りませんが、処理による抑制効果とともに粁晶

体の季節的な変動が多分に影響していると考えられます。

太聞のが行った調査では水温が13
0

C以下になると粁ilzl体はどんどん小さくな

り12-3月には相当多くの粁品体消失個体が認められています。今回の調査で

は粁品体消失個体は比較的少なかったのですが、それでも 3月には17%認めら

れました。

2月5臼から4月9日までの出jに著しい変化がみられたのはC群で、この期間他

の3群は緩やかなと昇がみられたのに対し、 C訴では逆に低下しています。ま

た、 4月9日から挿核日にかけては、 A.D群ではあまり変化がなく、その間ほ

ぼ同じ状態に保たれていますが、 8・C群では急、激に上昇しています。

挿核後の各j伴の変化をみますと、 A群では 5日目に急上外し、 10日自に一度

低下していますがその後は順調に上持してます。 B，u洋では非常に不安定な勤き

がみられます。 C群では20仁!日までほとんど同じ状態でその後ようやく上昇し

てます。 D鮮では非常に安定した上昇がみられます。

持核口前後には各併の貝の大きさが相当に不J前いでありましたので、直接実

測f症をもって各群を比較することが出来ませんでした。そこで挿核日の測定値

に対する各測定値の割合を出L、それを第4閣に示しました。

第 4図 挿核前後における粁品体霊童の変化の割合(挿核日に対する割合)
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第4図により挿核の前後での変化の関係をみてみますと、挿核前にほとんど

変化がなく、平衡が保たれていたA ・D群では挿核後に順調な上昇を示してい

ます。それに対して挿核前に上昇したB.C群では20日目頃まで回復のきざし

がみられず、上昇したのはそれ以後でした。
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ii) 足糸分泌・生殖線の状態など: 挿核直前および挿核後における各群の

足糸分泌数および生ヂ-腺の状態を第 l去に示しました。

方 1表 持核前後の生殖腺の状態および足糸分泌数

※ 生殖腺(ー)は発達していないもの。(土)はやふ発達しているもの。

(+)は発達し全体に黄色味を帯びているもの。

挿核 I~Îjの足;t~分泌数は各'li'fとも 4~5本で相違はみられませんでした。生殖膿

の状態i't-A群が 2群より、よく抑制されていましたが、挿核に差支えるほどの

卵貝はどの群にもありませんでした。

;苛i核後の足糸分泌、数と粁晶体の変化の様子とを比較しますと、持核後lこ粁晶

体が順調に上昇しているA ・D:lT'Fでは足糸分泌数が少なく、粁晶体からみて回

復の遅いB・C群において足糸分泌数が多くなっています。従来までの足糸分

泌機能に対する考え方は貝の生理状態の高いものほど分泌が旺盛であるという

ことでしたが、今回の実験では粁品体からみた回復状況と足糸分泌数が逆にあ

らわれています。なぜこのようになったかについてはいまのところ分りませ

ノU。

ハナキの[中びやその他の観察点については顕著な変化がみられず、各君半間に

りませんでした。

iii)鍔死率および歩留: 挿核後 8月28日ま

での紫死率および歩留を第 2去に示しま

した。歩閣は挿核個数に対する採取除、数

の百分率であらわしました。疑死率・歩

留ともに 4群間に差はみられませんでL
"17-
1'--0 

iv) 真珠の品質 : 8月28日に採取した各群

の冥珠をそれぞれし品質により 6等級に分

し、品質にi\~があるかどうかを統計的
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奨死三容および歩留
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(カイ二乗検定)に調べてみましたところ非常に有意の差が認められま

した。

方 3褒採取珠を商品価値によって分類した場合(実験1)
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※無 キ ズ;キズ、しみの全くない真珠

l 点キズ; l，Si，キズおよびl割以下のしみ

2点キズ; 2点キズおよび2-3刻のしみ

3点以上キズ; 3点キズおよび4-7部のしみ

く ず 珠 ; 7割以上のしみ、有機質真珠、稜柱質真珠など

素珠;核

次にどの群聞に差があるかを調べるために 2群す、つの組合せを作り検定をお

こなってみました。その結果は第4表の通りです。

B:D、C:Dで、は非常に有意の廷が認められ、 A:Cでは有意の差が認

められます。

方4表各群問における差の検定表

群別 A B C D 

A ¥ + 
B ¥ 十 +

C + 
! ++ 

"'i十 +

D 
++ '" 

※ ++ ; 1%にて有意の差を認む

+ ; 5%にて有意、の援を認む

差は認められない。
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これらの差が真珠のどのよう

な形質によってあらわれている

かを知るために、正常莫珠・上

珠・しみ珠・突起珠の出現率に

ついて調べてみました。その結

果l土第5表の通りです。 A.D

群では正常真珠が多くそのうち

でも商品価値の高い上珠出現率

が高くなっています。それに対

LB・C群では正常真珠・上珠

が少なく、しみ珠・突起珠が多



くなっています。つまり溜品イ悩憧からみた場合A.D群はB.C群よりすぐれ

ているといえます。

方5表採取珠を形質によって分類した場合(宍験1)

しみ玉栄出現率 | 突起殊出現率
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※正常真珠; 採取珠から有機質真珠、稜柱麿真珠、素珠(以上異常真珠と

する)を除いたもの

上 珠;採取珠のうちの無キズ、 l点キズおよびl割以下のしみ珠を

示す。

以上、卵抑制処理に伴なう貝の生理的変化およびその採取珠の品質について

述べてきましたが、両者の関係は次のようになります。

a) 生理状態、の変化および真珠の品質の点から 4群はA ・D群と B・C群の 2

つに大別することが出来ます。

b) そのうちA.D群は比較的強い抑制j条件のもとにおかれていました。その

生理状態は 2月5日以後の低水温期にあっても常に上向きの状態が維持さ

れ、挿核17目前から挿核日にかけては、変動がなく平衡状態にあり、挿核

後は順調な回復を示しました。その結果採取珠は、しみ珠・突起珠・異常

真珠が少なく、上珠の出現王手のi高い良好な成績でありました。

c) B. C:ilfは前者にくらべ弱い抑制jを受けていました。生理状態は 2月5日

以後にそのままの状態、もしくは下向きの動きがみられしました。 C群は 1

月16日から 3月22日まで前記のD群と全く同条件にあったのにもかかわら

ず、低水温期の生理状態が、両者の間でこのように違ってきたのは、それ

以前の環境要因、つまり秋における抑制の程度に原因しているのではない

かと思われます。

B.C群は挿核前になると水温の上昇に従って生理状態が急激な上昇を

し、その挿核後の回復は不安定であり、また遅くもなっています。採取
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珠の成績はしみ珠・突起珠・異常真珠の出現王手が高く前の 2群にくらべ非

常に劣っています。

d) 以上のことから卵抑制の場合においても、支の母貝仕立の場合と同様に挿

核前の生理状態としては、大きな変動がない状態に保った方が挿核後の回

援が早く、採取珠の成績も良くなるということがいえます。それと同時に

春の場合には低水温期の生理状態が真珠の品質を決定するのに関与してお

り、この低水温期の生理状態は秋における抑制の程度に多分に支配される

のではないかと考えられます。

実験 2 越冬後の地理を違えた場合

前の実験に用いた平箆地j舌 (D群)の一部を使って越冬後に次のような処理

を加え、その生理的変化と真珠の品質を調べてみました。

1) 

1と同じものo

E訴: 挿核10日前に竹誌に110良宛収容し水深10mの詩、将!?の5mi[ir江市りま

した。その後手入れを行なわず 4月26日に挿核しました。

第 5図実験宍施図(越冬後の処理を違えた場合)

4月2臼 4月9日 4月17日

F群: 挿核17日前に竹寵に 110貝宛収容し、 E群と河漁場に吊り、手入れ

(足糸切断・上下入換え)を10日前に 1回行ないました。

G群: 挿核17日前に金網平寵に70貝宛収容し、水深10mの漁場の 2m情に

吊り、挿核日まで予を加えませんでした。
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挿核24日前に竹慌に 110貝宛収容L、E.F群と同漁場に吊り、手

入れを挿核17目前と10目前の2回おこないました。(第5図参照)

実験処理以外はすべて実験 1と同様におこないました。

2) 実験結果

その生理状態の変化を第6図、第7[酒に示しました。

日群:

越冬後の処理を違えた場合の粁dli体重量の変化

~i~~ 
/公対話;量三

。/11説話とごJ

第 6図

P
E
F
G
H
 

。
蝿
醐
企
血
縁
@

40 1" 

nu 
q
u
 

与
市
上
ド
♂
J

4
4
4
J
ち

I

い一一一一L一一一ーし一一一上一一一一一一J一一一一一一__L_一一一_____J__

~B; 1¥ 5 lG ャ"

l キロ_，

20 

!I") g/日~i !¥ 

:)ffij該nij後?とおける粁品体重量の変化の割合(宍験2)第 7図
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処理をおこなった 4 (E. F・G . H)は処理をおこなわなかったD群に

くらべいずれも生涯状態の上昇がみられます。そして竹誌に収容したものと平

能に収容したものとでは大体同じような変化をしていることから、収容密度、

垂下層などの点で抑制がきかなかったと考えられます。

これら 4群と Dti:の挿核後の回復状態をくらべてみると、いずれの群もD群

より回復が遅れています。

その採取珠の成績は第6表. 7表の通りで、統計的(カイ二乗検定)にみ

た場合に廷は認められませんが、処狸をおこなった4群はいずれも D]宇より品
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質の上で劣っている傾向がみられます。すなわち、挿核前に生理状態を上向き

にすることは真珠に思い影響を与えるといえます。

方'6表 採取珠を商品価値によって分類した場合(実験2)

採取 真 珠 の 口口口 質
群別

くず珠 素珠

D 群 6. 6.3~も 6.3% 

E 群 78 11.5 9.0 7.8 
F 群 78 17.9 2.6 10.3 

G 群 78 9.0 9.0 7.6 
H 群 87 15.0 8.0 6. 9 

カイご乗検定 5群問に去をは認められない。

方 7表採取珠を形質によって分類した場合(実験2)

突起珠出現率

群別l-

D 群田 394!l||127dj|l| 見4おa41123353叫必6E田m187775%|||i1ぉ22訂BMaJ2o74ll1|?且7Em 1 Z 89681ME8% 
E 群 83.3 I 16. 7 I 42.3 1 57. 7 I 29. 2 I 70. 8 I 72. 3 I 27. 7 

F 群¥ 87. 2 12. 8 42. 3 57. 7 I 25. 0 I 75. 0 I 72.1 I 27. 9 

G 君主 83.3 I 16.7 I 38.5 I 61.5 27.7 I 72. 3 I 69.2 I 30.8 

85.1 I 14.9 I 33.3 ¥ 66.7 I 29.7 1. 70.3 I 75.7 I 24.3 

どの形質についても 5群問に差は認められない。

ま と め

以上の実験結巣をまとめると、およそ次のようなことがいえます。まず、春

に使用するほ貝の仕立においても、支の卵抜き作業の;場合と同様に、その仕立

の原則は挿核前の貝の活力調整に重点がおかれるべきであるということです。

すなわち、今回の実験によって仕立てられた貝の生殖腺の状態は、挿核時には

どの群もその発達が閉じように抑えられていたにもか Lわらず、真珠の品質の

上で明らかな違いが生じたこと、生理状態の推移からみると、挿核前に生理状

態が上昇しつ iあったものは、すべて挿核後の回復が不順で、遅延したことなど

が、そのことを裏付けています。従って、従来からのいわゆる「卵抑制」ある
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いは「卵止め」と称している仕立の考え方は、やはり単に生殖腺の発達程震だ

けが問題なのではなくて、貝の活力調設を基本にして考えるべきものであると

いうことになります。植本が今までにたびたび指適してきたように、持核に際

しては活力調整を目的とした仕立を行なう必要があるということが、こ Lでも

いえるでしょう。

さて、春の場合の活力調整の方向l士、他の手の場合と同様に、挿核前の生

理状態を正常なそれよりも下(粁品体重量として30~50%減)に抑えること、

その状態、を挿核まで 2~3 週間保たせるようにし、急激な変動を避けることな

どがあげられます。このような方向を満足させる方法として三号えられること

は、まず秋の抑制を充分にかけること、;欠に春になってから生理状態を上向き

にさせるような措置をできるだけ控えることなどです。 Oii者は 1の考察で

述べたように、春になってからの抑制のか L り方あるいはその維持に効果があ

ると考えられ、主として生理状態を低く抑えるための前提条[午になります。後

者は生理的変動を避けるために是非とも必安なことで、具体的には、収容密度

の軽減、竹寵から金網箆への移しかえ、民掃除、湘通しのよい漁明rまたは水層

への移しかえなど、管理の上で貝の環境条件なょくするような持{午を控えるの

が妥当です。金網寵から竹誌に移しかえても、その密度が少なく霊下宿も中層

であるならば抑制を強化したことになり難いものです。すなわち、越冬中ない

し春先きにおける貝が、遊水温時で、あれば抑制jがか L りにくいような管理条件

下に置かれているならば、水温の上昇によって当然その生現状態は上向きにな

りますし、もし適水温時でも充分に抑制が加わるような活躍条件を貝に与えて

あれば、そのま Lの条件で水温の上昇に比例して抑f[i!Jが方11;)つってゆきます。

験において金網誌から春に竹誌に詰めかえた貯は、かえって生理状態が上向き

になりましたが、このことは、その日;Jill条件の変3互によって民の環境条件をよ

くしてしまったことを示すものです。以上のことから秋に充分な抑制をかけて

おき、春には手を加えずに使用するか、抑制を史に強化することが必要と考え

られます。

生殖掠の状態からいえば、春の場合は生殖腺の発達程度が生理状態、の変化を

表現するおよその目安になりますので、それまでの抑制jの強弱を知る手段にな

りますが、仕立の良否を適孫に判断するための目安にはなりがたいものです。

生殖腺の発達を抑える方法を芳えてみましょう。生嫡腺の発達の程度は、そ

の漁場の水温に規制されるものですから、漁場によって様相を奥にします。冬

季でもその発達がみられる漁場であれば、仕立漁場、方法の上でかなり強い抑

制を秋から加える必要があるでしょう L、のようなであれば秋に抑
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制を加えるだけマ発達がj立jえられるでしょう。しかしかの水温上昇ではいづ

れの場合も生描腺の発達が避けられないので、抑制jを必要とします。前年の秋

から春の水温上昇j泊までの間に、 7]¥.誌が上ってくれば貝に抑制!が加わるような

管理条件を与えておくことが考えられます。すなわちその条件として、収容密

度を高める、!字に近いj魚崎rの海底ないし底陪を!日いる、貝掃除をできるだけし

ないことなどが考えられます。このことは生現状態の変動を抑える方法でもあ

ります。

以上のような具体的な方法は、 iヨ貝、海況あるいは漁場などの性状によって

当然異なってくるものですから、今回の実験で良好な結果を得た方法が、その

まLあらゆる喝所で同様の結果を与えるとは限りませんが、仕立についての基

本的な考え方および抑制の恭本的な方法は何処にでも通用するものです。

今回の実験では、仕立の出来上りの良否を適時に判断できる目安について、

足糸、ハナキ、生嫡l践の観祭結果が各群とも大差がなく、それを犯握できませ

んでしたが、今後史にその点を追究するつもりです。各位の街j協力をお願い致

します。

附記 10月25日浜島地区真珠研究会における発表内容のA、B、C、D各訴は

本稿のそれぞれA、C、D、G群に相当します。

文 献

1) 槌本東彦 1959 アコヤガイの生叫に関する研究班避;町立J*bにお

ける生711¥ゆji及び貝体重量の変佑 国立真珠 5:424 
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1961 アゴヤガイの伊枝子術に関する生理学的研究 I-J[ 2) 

国立真珠研宇U 6: 619-635 

3) …一一一一一 1962 仕立及び養生について 会報41号:1-16 

4) 太悶 繁 1958 アゴヤガイの会性に関する研究 I 杵晶体の長さの

季節的消長国立真珠研報 4 : 315-317 
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密殖漁場の巻きについて

関 政 夫. LU 口 昇

(三 E重県水産試験場)

哀珠iiT!、場のそ許殖と品質の低下ということは、一般的に認められている事実で

あるが、その内容は複雑かつあいまいな問題を含んでいる。我々はこれらの問

題のうち、真珠品質の低下を巻きの低下ということに限定解釈し、これが密殖

によってどの程度、またはどのように表現されるか、あるいは干名c殖を緩和する

ことによって巻きの向上が盟めるかなどの問題について調査した。

ム方 法

英虞湾で特に宵;殖かっ開鎖的で、比較的単調な潟、場として立神irli内に 2点を

選び、一方言ど密猫i魚、場、他方を乎f地緩和1 (開放)潟、場とした。:佳?Ii直j魚、場として

は、大王町波切橋本章雄氏の御好意により、 くの南北に走る 5台連結

のi91 (北)から 2台自の筏を使用し、開成場としては図 1の地点に単独に筏

1 台を設置した。密~i立漁場周辺は筏約 1 台半位の間隔で真珠筏が平石、に配置さわし

ている(後に東側に 5合連結の筏を連結した)0 開政ìfl点、 Jj~j浅から局辺筏までの

長短距離は約507九で‘ある。両点間隔は約35077もである。

この各々の筏に施術貝 28{1同人 100;m 'iピ 2mに!&下養殖した。!京核は 4.42~

4.30mmで2倒入、母貝は浜島!主 3年貝 (27gr平均)、 施令官は 1961~三 4 月 23 、 24 日

である。養生後X線で脱核貝をi徐き、 6月 68 試験潟、場に垂下、翌年 1 月 16~20

日浜揚念行った。浜揚したものは素珠をl除いて全部、または異常真珠を除いて

各能毎にフクロ、ミゾに分け、一括重量を測定し、真珠 1I担当りの平均重量を

算出した。

ム全体の巻き

全平均(力口重)は164.1mg:、異常真珠を除いたものでは161.7仰である。原核

は127.95土1.33mgであるから、その差すなわち巻きは失々36.1、33.8mg:の計算

となる。異常冥おRを除いても除かなくとも、その結果に大差はないので、以下

正常哀珠のみについて取扱い、また平均重量は大体150-170mg:なので、以下簡

単のため、すべて150呼を差引いた値とする。
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鵜方

第 図

ム そう核位置について

フクロ、ミゾの巻きの差については従来種々報告があるが、この試験では全

体で約5mifミゾに巻きがよくなっており、筏別にみても同様に各々 5mifの差が

ある。異常真珠出現正予関係からみると、これはむしろミゾの方が少くなってい

る。この関係官ど対応させたものが図 2である。この数値を全部使って計算する

と、その関係は中央部の数値が重複しているため、実際の傾向とはかなりかけ

離れたものとなるので、平均値を使用して計算したのが図の直線である。すな

わちフクロをFmif、ミゾをM刀lifとすると

F =0. 9SM-3. 92 

の関係がある。度線の勾配は大体1に近いから、フクロが10時余分に巻いたら

ミゾも同じく 10mif巻くことになるが、出発点が -3.9であるからミゾはフクロ

よりも約4呼重い核を入れたのと同じ効果を示している。

ム筏の比較について

密殖筏と開放筏の差はブクロとミゾの関係図からわかるように明らかに開放
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ブクロとミゾに分けて考えても、それぞれ8.1呼筏によく、その差は8.1時で、

の差が認められた。
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ブクロとミゾの関係

この差は平均の巻きが約347砂であるから、その約24%に当り、 7ヶ月間の養

殖でこの差を生じたわけであるから、仮りに各月間じように巻いたとすれば、

約2ヶ月の差を生じたことになる。

第 2図

境

この差の原因について、他に浜島j潟を含めて、この間 5回海洋調査を行っ

た。当然のことであるが、立神浦の 2点間では殆ど差が認められない。すなわ

ち垂下層の水温、比重は勿論、栄養塩類その他も各々同じ値を示した。酸素量

は2m震ではほ Y同じであるが、深い層ではや L減少し、この減少度合は開放

筏の方が奥のへい死漁場に近接するため大きい。酸素消費量も悶様に開放筏に
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大きく、環境としてはむしろ開放筏の方が悪い結果となっている。

一方自耳と関連して懸濁質量については 5m層では浜島浦を含めて 3点ともほ

';'lmgj .e前後の安定した量を示すが、 2m層では浜島がほ';'5 m層と同様な

のに対し、立沖浦 2点では変化が多い上に少く、多少とも密殖の影響を示γずと

もf与えられるが、両点間の差は認めることができない。 また可溶性有機物につ

いてはこの間全般に少く、その主主を見出す程ではなかった。

これら全般の海況からみると、 j兵島if日では上、下差が少く、立神浦では上、

下支が大きく、それぞれ外洋性、内湾性漁場の 1''1:格志つJミすが、立同j市内 2点問

の差という細い点ではほとんど廷がないといってよく、

て水の勤きが問題となるだろうと考えられる。

ム 筏内の位置について

れたものとし

この水の動き、すなわち請けもの問題は筏間の去よりも、むしろ筏内の位置に

よる巻きの廷に明白に;表現されている。このような微細な位置の関係では、ほ

とんど流れ以外のをき凶では解決できぬ問題と忠われる。

筏内の位置、すなわち誌の吊位置を去のように考える。すなわち東j25方向に

西からA~J 列、南北方向に北から l~刊行とする。;約自筏では1!iH 行が北 fWJ

の、第10行が南側の筏と援し、 AヂIjf玄関民水面に、 J;7iJは後{こ隣の 51今述fJ!の

筏と援している。

筏内のイ立置による巻き 筏?殖筏フクロ (-150m9)

まづ密縞筏についてみる。フクロについては表に示すように中央間近の手IJG苛
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E、Fなどで巻きが悪く、マイナス(150時以下)の数値が多くなっている。こ

の関係はミゾについても同様である。これを図3、図4に示す。図は南北両隣に

接する側の行(図3、4-a) と中央部の行(図3、4-b) とに分けて示してある。

ミゾとも上に述べた傾向が中央行 (b)では明確には示され

aフクロ両端部

巻
き

b ミゾ中央部
2 、:、

B r
A
 列

「一一一一「
C D H 

第 3図 筏内の位置による巻き
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ないが、河端部ではきわめてはっきりした傾向として示される。結局両端部で

は流れの減少がかなり規則的に行われているのではないかと考えられる。

! xl aミゾ 11川郎

10 

時

20 

15 

巻
き

府

d

i

b ミゾ、中央部

そき
λ 
とき

A B C D E F G H 

第 4図 筏内の位置による巻き
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つぎにブクロとミゾの違いについてみるとミゾでは河端行(図4-a)では両

側のA、J3'1]が開放筏に匹敵する程度巻きがよく、僅かに中央行:図4-b)でJ

3'1]側に巻きの低下がみられて東側の筏の効果がうかがわれる。これに対してフ

クロでは、 A列が明らかによいが J列側ではむしろ思く、東側の筏の影響が明

らかに示され、フクロとミゾの巻きの性格の相違を示していると考えられる。

平均値から

ブクロではA、D、日、 B、G、 I、C、J、E、F

ミゾではA、G、J、B、狂、 C、F、D、E、I 

となり、これを各行憶に順位をつけて総汗11をみると、

ブクロではA、B、D=H、 I、C、J、G、E、F

ミゾではA、B、G、紅、 C、J、F、D、 I、E

となり、犬々この順位が統計的に意味があるものとして示される。

つぎに開放筏についてみると、平均値では東西岡端のA、B、 I、Jヂ1]が巻

きがよいが、傾向としては特に明確なものではなく、南北方向にみても浮叙11の

第10行が平均lrc最も悪い他はむしろ中央部の方がよい結果となっている。

ム結 論

これらのことから、流れが巻きに影響を及ぼすと考えれば、開放筏では

筏の周囲と内側では殆ど流れ又は流れの効果に差がないとみて差支えないだろ

うし、これ以上間隔を拡げても巻きはこれ以上よくならないと考えられるο 一

方密殖筏では開放水面からの距離に比例して巻きが落ちると考えてよかろう。

この結果を1958、59ij三の同様な試験の結果(原核4.5mm)と比較すると、この

場合沖側航路よりの養殖結果であるが、立や11計i3点では犬々4.85、4.79mm及び

4.86、4.86、4.95四日で、あり、この試験の結果を直筏に換算すると、大体4.8mm

及び4.9mmとなり、密殖筏では平均以下、開放筏では平均以上の巻きを示した

とよ与えられる。

以上の結果から密殖という問題を考えれば、 iilj全体の問題、すなわち筏を多

く置くことによって流れを阻止するという効果や、餌料密度の問題と務んでく

るが、これらは海面生意力の範囲に交錯して限界を設けることはきわめて困難

な問題であり、むしろ密殖筏にみたように、筏の外狽1]と内側での巻きの差を生

ずるような;場合を一応密殖と定義してよいのではないかと三与えられる。従って

密殖の問題を全体的な仰観点から三号えられることも勿論必要であるが、むしろ

桐々の筏の適正配置によって多少でもその影響を殺和することが重要であると

考えられる。
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真珠形成におよぼす中腸腺の影響

宵- 木 駿

(富士只珠 ・研 究 部)

こLで述べる中H易腺とは、Jfl，珠業者が一般に肝臓と匝予んでいる器官のことで

ある。 この器官には 消化液の分泌はないけれども、食物吸収の機能があるか

ら、中腸腺または消化盲袈と呼ぶのが適当である といわれている。その構造

は、多数の細管からなっており 、相互に相述絡し、各々の後端は盲襲となり 、

先端は左右 1対の導管によって胃に聞いている (第1図)。

〆mt:

第 l図 H うかしH入れの施術官官位を、収足筋にほ y直交す

る断面をとって前方からみたところ。 g:生殖線

mg:中脇腺、mt 外套朕、n 兵珠・核、r 収

足筋.s 同

アコヤガイが

摂取したプラン

クトン等の餌料

は、胃にはいっ

てからのち、そ

こに閉口する導

管を経て中腸腺

の細管内に運ば

れ、そこの食細

胞の{!Jibきによっ

て消化吸収され

るといわれてい

る。

アコヤガイを

母貝とした真珠

養殖において挿

核施術が行なわれている 部位l士、中脇腺側と 11品位迂曲部側との 生殖似内であ

る。一般には、 中脇腕側に行なう施術を、うかし。入れ、腸管迂曲部側に行な

う施術を 、ふくろ。入れと呼んでいる。

、うかし。入れ施術が行なわれた資料を施術直後顕微鏡下に観察すると、挿

入された真珠核が中腸JJf~組織にかなり接近していた り、あるいはまた 、 施術の

失敗でその組織が破壊されているなどさまざまな状態がみられる。
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こ Lでは、さまざまな状態に施術されたそれら資料を観察し、中腸i胞が真珠

形成におよぼす影響を調べてみることにした。この調査に使用した資料は、三

重県英氏湾における 1 {t勉場で 4~5酬直径のパラフイ γ製の真珠核(以下真

珠核と略す)を用いて、3年生母貝に骨うかしグ入れ施術を行なったものであ

る。中!向勝が冥珠形成におよぼす影響を調べるために行なった実験であるか

ら、挿核施術にあたっては、中腸腺組織に莫珠核が接着するか、あるいはその

組織に傷害が加わるように作為的に施術を行なった。施術後は同養殖場で養殖

し、 養殖中に資料を数回採集した。採県後の資料t'i、直ちにホノレマリシ10%液

かスサ液でほ V一昼夜間定した。固定後は常法のパラフイシ法に従って組織標

本を作製し、標本にはデラフイノレドのへマトキジリ γ ・エオ νγ染色、あるい

はアずシ染色をほどこした。観察には光学顕微鏡を用いた。

中腸腺に援活するよ

うに挿核した資料で

は、正常な哀移転が形成

されている個体が多

い。第2図は、中腸腺

にかなり接近した位置

でも正'ìf;な!~珠が形成

される可能性があるこ

とを示した図である。

この図に示す2例は、

真珠核が、中l助腺を構

成している細管の上皮

基底面から20μ (lμ

= 1/1000mm)位しか離

れていない近距離に挿

絞されているものであ

って.肉眼的には中腸

腺に密着しているもの

である。このように、

中脇腺に枢く接近した

位置にあっても正常な

真珠が形成されるため

には、施術I時に中腸線

第2図 中腸腺iとかなり接近した位債に抑核されても

中脇腺組織に傷容を与えていなければ、正常
な其珠が形成される可能性がある。 h:中腸
腺の細管、 n: 兵珠核、 pe : 汲皮層、 pl ・~

珠倍、pr 稜住問、ps:真珠袋

、E
E
&

内
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組織に傷害を与えていないことがまず必要な条件になる。施術時に中腸腺組織

に傷害を与えていなければ、第2図Aに示す如く、中鴎隠の組織上には結合組

織の増生をともなって正常な過程を経た真珠袋が形成され、その莫珠袋からは

正常な過程を経た分泌物が真珠核の表面に沈若し、その結果として、間関Bに

示す如き正常な真珠が形成される可能性がある。

中腸腺に傷害を与えている資料では、与えた傷害の程度によって、そのご、の

変化はまちまちであるが、いずれの場合も、次に述べる通り、~珠形成に悪影

響があらわれる。

莫珠核が中!揚腺内部へ深く挿核さわした場合には、中!渇腺内部の胃壁にまで、

その傷害がおよんでいることがある。そのようなことは実際には扱くまれであ

るが、もしかして、そのような失敗をおかした場合には、哀珠は形成されず、

その施術見はいずれ奨死するものと推定される。

中j助腺を浅く絞っていることは、実際においてもしばしば観察されることで

あって、その際には、中関腺の周辺を構成している細管が破壊されたことが原

因して異常真珠になる。

中腸!涼を浅く破った:li号合にも、その状態には穏々あるが、大別して次の2通り

が観察される。すなわち、第3図Aに示す如く傷害をうけた部分が直接莫珠核

に捜している場合と、第6図Aに示す如く

套)j英片)が介在している吟合とでまbる。

まず、中時腺周辺り細管が[波i裂され、その傷害部が直接真獄核に援活してい

る場合の変化から記述してゆくことにする。

中日話料の細告は、 fiijzl裂されると、第 3図B ・Dlこ示す通り、まの上皮細胞

が形態を変イじさせながら、その上!止が傷口に沿って伸長し、真珠核に出した組

織とにまでひろがってくる。この現象は、傷害をうけた細管!ニ皮の再生現象で

あって、傷害をうけーた直後におこる正常な生物反応といえる。

面した哀珠核の表面には、第3図D-Fに刀くす通り、

がみられる。その付着物{こは大別して次の4種類がある。その1は、遊走細胞で

ある。こ Lにみられる遊走細胞には、 らそこに侵入してきたもので傷

口の癒諸に関与する機能を有するものと、細管の傷口からそこに流入してきた

もので食物吸収に関与していた会作用を有するものとの 2程が推定される。そ

の2は、傷害をうけた細管上皮から脱落した細胞である。この脱落細抱は、染

色性が弱く、その細胞内にはしばしば淡黄色あるいは褐色の頼粒が含まれてい

るから、さきの走細胞とはお Lよそ区別でさる。その 3は、おJFiほの傷口から
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第 3図 A-C:中湯腺を構成している細管は、破壊されると、その上皮が傷

口に沿って伸長し兵珠核に面した組織上にまでひろがってくる。

D-E:傷害部に面した真珠核の表面には諸極の付活物がみられる。

b:プランクトン等の摂餌物。 cfh:細管よ反から脱溶した細胞。

e エオジン好性の蛋白賀状の物質。eh 中級腺の細管上皮。 i:傷

害をうけた部分。 mg:中腸腺。 n 其珠核。 w 逃走細胞
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第4図 A:破製された中脇腺の細管上皮は、傷口に沿って伸長し、その末端
がピースに由来する真珠袋上皮と交差する。 B 傷容をうけた中l湯似
の細管は、傷口の接近した部分から癒){Jし、その傷が次第に治癒して
くる。 C:傷口がt援活すると、真珠該に面した組織上にまで伸長して
いった中腸腺の細管上皮は、 癒1管部から外側の部分が脱落するように
なる。 D:傷容部が治議すると、そこには諸衝の有機物を包含したn
珠袋上皮が形成される。 E:うけた傷容がかなり深い場合には、広範
聞にわたって中脇腺の組織が潰泌をおこす可能性が高い。 F:そのtI'i:
泌部の下回に真珠袋上皮が形成されると、そこには大きな突起が形成
される。 eh 中腸腺の細管上皮。 fh:脱迄した中腸腺の細管上皮。
mg:中腸腺。n 真珠核。 ps: n珠袋上皮。

-24-



そこに流入してきたプランクトン等の摂餌物である。特に磁藻のようなもので

は、その殻が残っているから、その存在が明擦である。その 4t士、エオも1:;1女子

性の無構造な蛋白質状の物質である。この物質l士、傷害をうけた細管上皮から

惨出(分泌?)してきたものと思われる。

傷害部で以上述べたような変化が進んでいるころ、他方では、施術時に挿入

されたピースが、その外面上皮を変化させながら翼珠袋形成を開始している。

すなわち、第4図Aに示す通り、一方では傷害をうけた中腸阪の細管上皮が傷

口に沿って仲良し、他方ではピースの外国上皮が伸長し、それらは互に末端に

おいて交差するようになる。それら各上皮は、交差点において互にその伸長が

停止する。その結果として、傷害をうけた中腸腺の近辺では、中腸m主の細管に

由来する上皮と、ピースの外面上皮に出来する真株袋上皮とが形成されている

ことになる。

中腸腺の細管上皮に由来するそのと皮細胞にはエオ Vン好の仁をもった細

胞核が含まれており、一見真珠袋上皮の細胞と類似しているが、その上皮細胞

の遊離縁には明らかな繊毛が認められ(第3間B-F、第4J:R1B-C)、またそ

の上皮中には、淡黄色あるいは褐色の色素頼粒を有する色素細胞が散在してい

る。従って、細管の上皮細胞と冥珠袋の上皮細胞との区別は、さほど困難では

ない。

傷害をうけた中腸腺の細管はそのご、第4図Bに示す如く、傷口の接近した

部分から癒若し、その傷が次第に治癒してくる。傷口が癒荒すると、傷口に沿

ってひろがっていった細管上皮は、同国Cに示す如く、癒え雪部から外{Nljの部分

が脱落するようになる。このようにして、細管上皮が脱落すると、その下層の

部分には、結合組織の増生を相まって基珠袋上皮が形成される可能性がある。

その際そこに形成された冥珠袋の内部には、さきに述べた諸種の細胞や蛋白質

状の物質、さらには脱落した制官'の上皮組織等が混じて含まれているのが普通

である(第4図D)。 これら詩語の有機物の集体に慈している部分の翼珠袋ヒ

皮からは、異常に多くの殻皮層が分泌され、その結果として、そこに、しみグ

もしくは、突起グが形成される。それら有機物の集体を含んでいる真珠袋から

特に殻皮層の分泌が多いのは、それら有機物の変質によって生ずる化学的な刺

激が真珠袋上皮におよぽし、それが原因して異常に多くの殻皮層分泌がうなが

されるものと解釈されている。

施術時にうけた傷害がかなり深い場合には、第4図Eに示す如く、法範囲に

わたって、中腸!腺の組織が潰腐をおこす可能性が高い。そのご向f:2ZlFに示す如

く、その漬鹿部の下層が治癒し、そこに結合組棋の増生を相まって哀珠袋上皮
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J*珠袋が形成され、一旦は真珠形成ウt~治まっても 、 中湯腺わ組織が2

次的lζ病理変化をおこして、脱落してくることがある。その際生ずる

病理変化にはA- DIと示す如く中脇似の組織部のみに限ってその変化

がみられる場合と 、Eに示すtlf1くその病理変化が兵珠核周辺の全組織

にわたってひろがっている場合とがある。

eh :中!刷協の細管上皮?fm 脱落した中腸!肢の組織。 g:生死i服。

mg 中腸腺。 n:~珠該。 pe :殻反応。 ps:兵殊袋。
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第6図 A-D 傷容部と真珠核との問にピースが介才Eしている均合には、傷

害者~のうち側にJ1fl，袋が形成されることがあるが、 そのごピース直下

の中脇腺組織が病理変化をおこして脱落してくる可能性が高い。その

際には、そこに突起が形成される。 E.F :移1飽きれずこピ-，スがp;珠

袋形成を行なわずして、 崩壊するこ主がある。その!蜘口士、 J~珠が形

成されない。 eh 中腸腺の細管上皮。 fm:脱落した中腕腺の組織。

m ピース。 mg 中開眼。 ps:又珠袋上氏。
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が形成され qfそこには遊走細胞・ブラシクトン等の摂物・無構造な蛋白質

状の物質・脱落した中賜腺の細胞ならびに組織、さらには真珠袋から分泌され

などを含んだ大きな決:起が形成される。

以上述べた変化を経て哀珠袋が完成され、 -11は哀昧形成が始まっても、施

うけた品腺の組織が 2次的に病恕変化をおこして、脱落してく

ることが為る。第5凶A-Cはその変化の過程を示した 1例であるO まず最初

に、同区JAlこ示す如く分泌を行なっている主主珠袋のi直一下の中i湯腺組織に壊死が

おこり、次いで問図B・Cに示す如き経過を経て、壊死をおこしたその中腸腺

組織が脱落してくる。その部分に形成されていた立珠袋上皮は、その直下の中

路線組織が脱落する際に、それとー絡に脱落してしまう。そのご、演扇部の下

回に結合組織の増生を相まって哀珠袋上皮が再度形成され Lば2次的に脱落し

たcl'随時の組織を含んだ突起がそこに形成される。その際生ずる病理変化に

は、同図Dに示す如く中路服組織部のみにその変化がみられる場合と、同関E

に示す如くその病理変化が真珠核周辺の全組織にわたってひろがっている土号合

とがある。

次には、 うけた部分と哀珠核との聞にピースが介在している場合の変

イむについて記述することにする。

第6図Aに示す如く、傷害てどうけた部分と真珠核との間にピースが介在して

いる場合には、 i司図Bに示す如く、ピース組織全体が周!割に向って伸長し、傷

害部のうち側に嘉珠袋を形成することがある。その哀珠袋からは、一応分泌が

開始される。しかしこのような場合には、問図Cに示す如く、ピース直下に存

ずるその中脱)~~組織が、真珠袋形成ごに、さきに述べた病理変化を経て脱落し

てくる可能性が高い。脱落したその中路!協組織の下摺に、そのご結合組織の増

生を札iまって哀珠袋上皮が形成され Lば、 l司図Dに示す如く、やはりそこには

諸相の有機物を含んだ突起が形成されることになる。そこに形成される突起の

内部には、間図Dに示す通り、中日尋腺組織の病理変化にともなってそこに集積

した詩語の有機物以夕、に、脱落したピースの組織が含まれているわけである。

なお‘傷害部と真珠核との間にピースが介在している場合には、そのピース

が、第 6悶E・Fに示す如く、真珠袋形成を行なわずして崩壊することがあ

る。この場合には、勿論莫1えが形成されない。

中関腺に傷害を与えた場合には、第 7図Aに示す如く、傷害をうけた中腸腺

の部分にこぶ状の突起が形成されるのが普通であるが、なかには、第 5['BJ Eに

示す如き変化を経て、全体が凸凹したこぶし状の黒い異常真珠になることもあ

る。中腸腺に与えた傷害が原因して異常発達した異常真珠には、第7図Bに示
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第 7図 A:中腸線iこ傷包を与えた場合に
{主、この図に示すように、傷害を
うけた中防似の部分にこぶ状の突

起が形成されるのが普通である。
B:中腸腺に与えた傷容が原因し
て発達した異常兵殊には、諸鵠の
有機物以外l乙、プランクトン等の

摂餌物が含まれているのが特徴で
ある。 b:プヲンクトン等の摂餌

物。 mg:中腸腺。 n:真珠核。

ハ
同
リ
V

門
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す如く真珠袋から分泌された殻

成層や、付着した細胞 ・組織に

まじって 、 ブラシクトン~f.-の摂

餌物が含まれていることが特徴

である。

中腸腺iζ仏J苦を与えた均合に

は、与えた傷害の程度や傷害部

とピースとの位置的関係によっ

て、そのごの変化がまちまちで

あるが、いずれにせよ 、その傷

害部には以上述べたような病理

変化が生じるから、正'市な真珠

の産出を期待することができな

い。従って、うかし。入れ施術

の際には、中!路線に傷害を与え

ないよ うに先導器 (施術用のメ

ス)を使用し、 またそのように

注悲しながら挿核することが望

ましい。



濃塩水による貝殻寄生虫

(ポリキーター〉の駆除について

山 口 菊 男

(三重県真珠貝養殖漁業協同組合)

我国の特産である真珠産業において、最近その母貝であるアコヤ貝に、多毛

類による病害が急激に発生し、当初局地的に見られたこの被害も、今や全国的

な拡がりをもって蔓延し、真珠母貝の将来は、はなはだ憂慮される状態にたち

いたっている。その原因については、真珠研究会会報等によって、色々の見地

から種々論ぜられているが、まずさし迫ったこれら病害の対策を構ずるため、

国立真珠研究所、水産試験場等が、ここ 2、3年来研究の結果、病虫駆除の方法

として、最も安全で、しかも経済的に大量に処理することができる高濃度食塩

水没漬方法を採用し、これによりほぼ駆除出来る見透がついた。

そこで真珠業界にほ貝を供給する立場にある母貝組合としては、この際、三

重県下の母貝にこの駆除法を実施し、真珠業界の内蔵する危険の一端を未然に

防ぐことが出来れば幸いとご与え、 38年秋県下母貝生産組合の理解ある賛同をい

ただいて、第 1阻病貝虫の駆除事業を実施した訳である。ここにその概要を報

告し、御批判と御指導をあおぐとともに今後の参考に供する次第である。

なお本事業実施にあたり終始御指導を賜った、国立漠珠研究所太田所長、水

本技官を初め、水産試験場の関係各位lこ深く感謝する。

工 事 業 実 施概要

実施年月1':1

05試対照貝

昭和38年10月5日~同年11月30日

昭和37年三重県産アゴヤ貝 (2 年貝11~38 fl) 

昭和36年三重県産アコヤ員 (3 年貝26~45 fl) 

使用食塩; Nacl95%以上の良賞塩

使用水椿;実験 用 1mx1mx1m木製水槽事業用莫珠貝輸送船(東邦

丸26トン)第2水槽(水の入る容積2mx4mx1.3m) 5~8 K 

エアーゴンプレツサー併用 Cl'費持用)

実施地区;紀州、島、南勢地区の真珠母員生産浦、協(地区)
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立 実施結果及び考察

として大量処理を実施する前に、これら駆除処理の具体的な方法につい

て、一応の基準を作るため、小規模な資料によって実験を行なった。

i) 小規

約 1トシの水が入るタシクを使用し、各濃度による'寄生虫の死亡率と、その

濃度が母貝に与える影響について試験した。

げ) 養殖筏より引揚げたものを直ちに、淡塩水に浸潰した場合(開殻している

貝に濃塩水が入った場合)

養殖中のものを筏より引揚げた直後は、ロを聞けるものが相当見受けられ

る。これをそのまま濃塩水に浸潰した場合、濃塩水が貝体内に入るとどれく

らいの濃度のものから貝が衰弱、あるいは提死するか、また、寄生虫の死亡

率はどれくらいになるか試験を行ない、第 1表のような結果を得た。

方 1表 浸漬前閉殻操作を行なわずに処理した場合

120 ! 10 I 8 

210 11 

120 10 8 13 2111 5.0 : D 

260 10 6 5 1 01 5 26.5 E 

2 I 3，0叩 10 7 8 。8 100 0.5 F 

10 100 G 

寄生虫貝の調査は、残留虫体の生死を確認するため、寄生虫に侵かさ

れていそうな貝(ハサキの延びが思いもの、貝殻の変形したもの等)

を抜取り調査した。又残留虫体の死亡率調査方法は、濃塩水に浸漬後

誼ちに貝殻を割り、 より虫体を摘出してその生死を検査した。

1) 実験A 、 B 、 C 、 D 、 E の供試貝は、いずれも寵活け(イヒ~密接)で、

除後相当の日数を経過していたもので、筏より引揚げて開殻しているもの

が約20%前後あったが、そのまま各濃度に浸潰し?と。
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2) この結果から各濃度については、貝の年令により、寄生虫の死亡率や母貝

に与える影響が異なることがいえると思う。すなわち、 2年貝より 3年貝の

方が貝も寄生虫も、ともに死亡率が低いといえる。

寄生虫の死亡率については、貝殻の厚:さと慌病程涯の?をによるものと考え

られる。

3) 貝の中に濃塩水が浸入した場合、 2年貝では185g /海水 1tぐらいから影

出てくるのに対し、 3年貝は206g /海水 1tぐらいか

われ、母民年く?により差異が認められた。

4) F については、能活けけのものであったが、間斎物が相当あったことと、

貝掃除直後のものを処理した場合どうなるか調べるため、午前中貝掃除を行

ない、掃除の済んだものから逐次仮吊しておき、供試貝3000貝の

終了後、一度に飽和食塩水に浸演した。(貝掃除の際足糸は出刃で切った)。

5) Fの母貝奨死率は、処理10日後調査したところ、予想外の低卒、で、あった。

これは後述のごとく、一度貝掃除により空中に掲げておき、再び水に仮吊

したため間殻操作を行なったものと間段の結果となり、 i受j良前の開設状態

が、養殖中のものを5)揚げてすぐ滋塩水に没潰したものよりよかったのでは

ないかと考えられる。

6) Gは人為的に貝体内に飽和食塩水が没入するようにしたもので、没漬ずる

前に開口器で開殻をさせたまま浸潰し、浅漬後 2~3 分後に関口誌をとりは

ずし15分間浸潰したものを 5貝と、他l士、人為的に貝殻の一部Jこ協をつけて

浸潰したものであるが、処理後 4日で供試貝全部が死滅した。

以上の結果からみて、塩水濃度が高くなるにしたがって、 の死亡率も

高くなり、駆除効果も上るが、これに伴なってほ買の箆死率も i吉iくなる傾向が

ある。しかしぼ貝の艶死のおもな原因は、前述。実験から考えられるように、

濃塩水の民体内えの没入による(脱水作用)ものであり(その影響は 2年貝で

は、濃度185g /海水 1t、3年貝で206g /海水1t程度から現われている)、 し

たがって、浸漬前の貝殻問殻操作によって、 i長漬中の貝体内浸入を防ぎさえす

れば、高濃度塩水中において駆除効果も高く、母買に与える

両々相まった方法が行なえるものと考えられた。

も少ない。

(ロ) 濃塩水浸漬前に間数操作を行った場合(何らかの刺戟を与え問殻さぜるよ

うにした場合)

前回の実験で塩水没漬中の間殻いかんが処理后のアゴヤ貝に強く影響する
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と考えられたので、 i受;責前韓々の旬~殺操作を行ってから浸涜した結果は第 2 表

のとおりである。

芳 2表 浸i責前に閉穀操作を行った場合

87.5 

13 12 loi2!16.6 

8 I 9 3 6 66.7 

8 7 i 0 7 100 

8 9 I 0 9 100 1.3 。
17.7 P 

12.6 Q 

0.6 R 

{桔考; 第 1表に同じ。

1) H、 I、Jは事業実施の

(10.4トシ)を{史用した。

として民愉送船をチャーターL、その水槽

2) Hは2年貝の時ナイロシ過し養殖のものを、 3年貝春販売のため、ナイロ

シを切り、そわし以後化繊箆(通称チヨクチン箆)にて養殖のもので、貝掃除

後の日数がかなり経過していたため附斎物が多かったので、貝掃除もかねて

問殻させることを目的に、養殖業者が貝掃除に使用する噴射器(パーノレクリ

ーナー)で海水を噴射させる。

3) 1はH間様の養殖法をしたものであるが、民掃除後 5日のもので濃塩水没

i責底部に淡水にj受けた (2~4秒)後処理した。

4) Jは貝掃除後 5日のものであるが、現在ナイロン通L養殖中の 2年貝で、

浸漬前処理として淡水に漬けた。

5) 以上海水噴射も、淡水の前処理も、養殖筏より引揚げたものよりいくぶん

かは閉殺しているものは多いようであるが、あまり効果的でなかった。
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6) H、 I、Jの死貝椛認は処理後 1週間日に行ったが、 I、Jについては没

漬処理前ーから貝掃除によると思われる苑貝が認められたが、処理によるもの

と判明できないため死貝全部をもって艶死率とした。

7) K、L、M、Oについては、開ー漁場の箆活け養殖のもので貝掃除後相当

のEI数を経過していたものであり、 i受漬直前に強く衝撃を与えてから浸漬

(Lはチャーター船の水槽を使用)した。

8) 衝撃による問殻操作を行って浸演した処理貝を、 1週間後貝調査を行った

ところ、詑により集中的な死貝が認められた。このことは、寵ごとの衝撃の

与え方に差があったものと考えられる。

9) Nt主ナイロシ通し養殖、 P、Qt土能活け義勉、 Rt土作業貝であり、以上は

いずれも没漬前に開設させるため筏より引揚げたものを20分-30分空中に露

出し、再びI'!l}7j(fこ 3-5分つけて閉殻操作をさせたもの(この操作で貝に活

力のあるものは殆んど間鼓する)である。

10) N、Rは水温 lS0Cのlltに実施したが、 P、Qは水温 160Cになってから実施

した。

死貝調査を 1週間後に行ったが、水温 160Cに実施したものは lSOCの時の

ものより緊死率が高かった。

以上の結果から、塩水没漬前の間殻処狸操作、たとえば淡水浸漬、パーノレク

リーナー噴射、衝撃、空中露出後海水浸漬等の事前処理によって塩水にj主演し

た場合は、以後の母貝艶死率において処理を行わなかったものにくらべ著しい

効果があることがわかる。とくに筏より引揚げた貝を20-30分空中に露出した

後(今回実施した場合は筏より処理枠に貝を収容に要する時間が通常20-30分

かかったのでとくに露出時間としては:考慮しなかった)ふたたび海水に 5分程

度没潰する Ci毎水にもどしたとき貝より気泡が出なくなるまで)方法がl'笥単で

もあり、また大量に処理するーとにも最も効果的な方法であっtcc

やす

の第2水槽(水を入れ

4トシ 2mx4ガzx 1. 3m)にす利くを入れ、水槽底部より常時

エアーコシプレツナーにより、空気を送り撹持をしながら食塩をブ jレイでふる

い(写真2参照)溶解させ、一度に大量の貝を処理する方法{として、枠(1.5沼

Xl. 2mx1mで金網lr~60~66龍、化繊箆 200-250枚収容、 (写真4参照)を作

り、この枠のまま処理する方法をとった。
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浸漬前処理の開殻操作としては、筏より ~1揚げた養殖中の寵を枠に積込むの

に平均20~30分かかるので、それを露出時間として枠に積込んだものを再び海

水につけ、 3~5 分後気泡が出なくなった時、(写実3参照)海水より引掲げて

枠のまま濃塩水に浸漬処理をした。実施経過及び結果は第3表に示した。
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事業として実施した場合方3表

第 1表に同じ。

1) 枠に収容する 1回の処理貝数は(金網箆収容の場合60-66寵、化繊寵収容

の場合、 200-250寵) 6，000貝-18，000貝で 1日約15万貝-30万貝を処理す

ることができた。

2) 紀州、南島地区はすべて 2年貝を対照として11月初旬より 11月中旬過ぎ迄

に実施した。

閉殻操作は非常に効果的で、

らなかった。

3) 南勢地区は、 3年貝で翌春卵をもっていないものとして販売するため抑制

中(1龍収容150-200貝)のものを、 11月下匂に実施した。開設操作を行っ

たが(再度潟水に没潰する日寺聞を5-7分程度)濃坊L7]¥.法漬前に関鼓している

ものをみかけた。 2年貝と|司様操作を行っても開殻しているものがあるの

は、アゴヤ貝の活力が字部的 (7Kitm.等) v.こかなり月号迭を生じるのではないか

と二!さえられる(貝の健康度と開設械能の関連が強いこと，~口二品川

4) 2年貝と3年貝とでは、寄生虫の死亡率に7:E:があるがこれり、貝殻のJ享さと

病程度の差によるものと考えられる。特にその照病状況については、 2

の時に春季ナイロン通し苦言活のため貝殻に穴をあげたものでは、 3:4三貝にな

ってからその個所に殆んどと云ってよいくらい「ハナサキアナゴカイJの

足、がみられ擢病範囲も大きかった。このことから考えて、ナイロシ通しの穴

あけ(時期とか方法)については今後一考古_.，.，~認する点があろう。

円

h
d

ハペ
υ

中において開殻しているものは見当

備考



5) 2年貝については、寄生虫に侵されたものは比較的内湾のものに多く、外

j毒性のものでは寄生虫に侵されたものでも既応定程度であった。そのためか

内湾性のものは、濃塩水によって高い駆除率を示したが外j毒性のものは比較

的低かった。これも貝殻の厚さと擢病程による差違と考えられる。

6) 残関虫体の調査[J寺に、いまだ貝殻に穴を開けず、ハサキと貝殻の溝に軟泥

と粘液性物質で、復官官f'fっているものをかなりみとめた。

7) 死長調査は、処理実施 1週間後に抜取り調査を依稲したが「殆んどなしj

(貝掃除による死貝と考慮して)の回答を得ている。

直今後の研究課題

以ヒ今回実施した濃塩水浸漬による貝殻脊生虫駆除の実験および事業の概要

について述べたが、その処理しえた貝数は県下全体の母貝量からみれば、極く

一部の貝であったとはいえ、何分にもこのような事業は全国的にみても、また

真珠業界にとっても初めての試みであり、かつまたこうした駆除処理事業の先

達的な役割をはたす意義もあり、さらには実際と事業実施に当聞して駆給処理

によるfi]:貝の賂死が多分に懸念される状況で、一抹の不安を抱きつつ実施した

わけであるが、幸い各方面の御協力によって、このような事業処理に対する一

応の主ー準が得られたことは望外のよろこびであった。今後こうした駆除事業は

更に確立した方法で、実施することにより、日下の真珠芸誌にとって最大の難点

である寄生虫問題を解決する基となるものであり、母貝業者のみならず、翼珠

業者全員が参加して、繰り返し繰り返し駆除事業を実施してこそはじめて完全

に達成されるものであり、こうしたことによって一日も早く寄生虫を絶滅し、

美しい真珠の海にしたいと考えている次第である。

なお終りに今回の事業をかえりみて、今後このような駆除事業に関して問題

となる点を次に述べ、御指導、御批判をお願いする次第である。

1) 処理前に貝を閉殺させること

飽和食塩水に没漬すれば、寄生虫100%駆除できるが、その際、ほ貝の奨死

を防ぐために民体内に濃塩水が没入することを防ぐ事前処理が是非とも必要

となる。

今回の実験および事業を通じて、この塩水浸入を防ぐための閉殺事前処理

として、最もよかった方法は前述したごとく、筏よりヲ i婦げた貝を20~30分

空中露出し‘再び 5分前後海水にi長ける方法で、これにより間殻の目的を達

成できたが、吏に安心して、飽和i食塩水に浸演出来る方法はないものか、又

この方法も時期的(水温等の関係)にも、貝の活力にもかなり影響があるよ
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うに忠われるので、今後の問題として適性水論範囲、つまり何度から何度の

範囲が適当か検討する鈴地が残されている。

2) 処理回数と時期

ポリキーターの生活史の詳細についてはいまだ判明されていない点もある

が、現在までの結果から、ポリキーターがアゴヤ貝に附着する fJ寺期は秋季と

推定され、したがって今回の事業も、この時期を中心にして実施したが、これ

が実施時期としては年一度で効果のあるものか、さらには実施時期たとえば

産卵時期に当る5-8月の夏季を中心として実施した方がよいか等、処理回数

と駆除効果との関係を把握することが今後における重要な問題点となろう。

3) 貝掃除作業と処理の関係

貝掃除直前に処理したものと、掃除直後に処玉虫したものとの駆除効果を比

較した場合、掃除直前に閉殻操作をし濃塩7JUと没漬後、そのまま海水に戻さ

ず貝掃除を行った方が効果的と考えられた。このことけ、没漬後すぐ貝掃除を

することにより蔭干の役目をし、虫の孔の中に浸透する力をより一層強くす

るためであろう。このように駆除効果は没漬前後における貝掃除の処理にも

大きく影響されると考えられるので、この点についても更に検討を行う必要

があろう。

4) 使用塩水と処理貝数

一部の実験例によると Mトンの飽和現水では、母貝 8匁-10匁の貝で約

6，000貝の浸漬処理が限度であり、これ以上では取水中のPH(水素イオン濃

度)の変化のため母貝に思影響を与え賂死がl克くなるともいわれている。

このような、一定の塩水溶液に対する処理貝数の適数や限度については、

今のところ明確な数は不明であるが、今回の実施例をみた場合10.4トンの塩

水量で20万貝、30万貝処理したが、ともに附蒼物や粘j夜等によってかなり悪臭

をはなつが、母貝えの影響は認められなかった。しかし、このようなことは今

後大量のほ貝を処理する場合の事業的な面や、また経済的な費用の点につい

て大きく関与する問題であり、一定塩水量に対する処理適数、しいては同一揖

水溶液の連続使用限度等の解明が今後における大き となると考える。
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寄 生虫 駆除 事業

1. チヤー F 戸母音(束手15丸、真珠貝輸送船62ton)全影

2. 7kf~jに食塩をとかしている所 7ks:lQ. 4 ton 
エアーコン プレツサーにて水槽内の水をj気持しつつふるいで小さくしてとかす

no 
nぺ
u



3.貝殻を閉怒させる作業

(浪士怒水に浸出した場合波塩水

が貝の中に入らないようにする

ため)

滞空時間20-30分おいたものを

再び海水に3-5分浸mすると気泡

を出し、閉殻する

この録作が最も大切で、これを

する事によりしばらくは関怒しな

し、

4. ~塩水仰 に 浸 m 直日ij
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輸出真珠のサイズ別組成について

?兵 口 潔

(全真連指導部)

輸出に見合った、サイズ別にバランスのとれた計画的な翼珠の生産を行うこ

とによって莫珠価格の安定をはかろうとする、いわゆる計図i生産実施の裏付資

料とするため、全莫連では日本翼珠輸出組合と共同して昭和37年夏以来、冥珠

輸出統計からサイズ別数量の分折調査を行なっていたところ、この程昭和34年

~37年の 4 ヶ年分が完了しました。

く翼珠の計画生産は昭和30年以米実施されているがサ

イズ別生産実績を詳細に調査した資料はなく、僅かに農林統計で.小匝珠(6ミ

リ未満)、中珠 (6ミリ以主 7、6ミリ未満)、大珠 (7、6ミリ以上)の三種に大別

した生産量調査があるのみでサイズ別組成の詳細は不明であったが、今回

査によってサイズ別組成の詳細が判明し今後生産計画を樹てるための有力な

料として役立つものと考えられるのでその概況を記L関係各位の御参考に供し

たい。

(一〉謂査方法

輸出承認統計に基づいて調査を進めた。輸出統計には通関統計と承認統計の

2種類あるが、日本1真珠輸出組合との統計を合わす意味から、承認統計の資料

であるライセンスから、パラ珠、~，~、見、通糸連等の形態別に調査した。

1) パラ珠、弘、先については、そのままサイズ別に集計した。(第9、10、

11、12表)

2) 通糸連についてはグラジユエ-i/ヨン及びチヨーカーの 2種類に大別し

た。

グラジユエーνヨンについては17吋及び18吋のものが、全体の95%を占め

るので17吋以下のものは17吋とし、 18吋以上のものは18吋とし、この 2種類

に区分した。

チヨーカーについては、 14吋が全体の95%以上を占めるので、総て14吋と

して計算した。それぞれの 2重連、 3重連については、本数を増加して計算

した。(第 1、2、3、4表)
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第 4表 37年度輸出ネックレス総計(匁別〉
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第53受 17吋グヲジユエ{シヨンのサイス、思!j組成(重量:を%で表わしたもの)

ユ¥ぞ三 3 市相 4 担問 5 摺昨 6 間謂 7 間摺 8 間四 9 mm :1C間間以と

1.0 - 2.0 80.00 15.00 5.00 

2.0-3.0 42.40 49.60 4.40 3.60 

3.0 --4.0 17. 14 46.85 26.86 4.86 4.29 

4.0-5.0 4.44 31. 11 I 31. 11 28.90 4.44 

0.0 - 6.0 9.64! 48.00 33.45 4.91 4.00 

6.0 - 7.0 33.85 49. 53 I 12. 77 3.85 

7.0 -S.O 11.73 48.80 I 36.00 3.47 

8.0 - 9.01 37.88 I 43.54 14.82 3. 76 

9.0 - 10 14.95 日.32 23.05 3.68 

10 64.70 31.50 3.80 

11 55.28 41.27 3.45 

12 5.00 3.33 

13 35.77 I 47.00 14.00 3.23 

第6表 18吋グラジユエ{ジョンのサイズl31J組成(重量:を%で表わLたもの)

¥る寸ど 3 出問 4 問問 5 棚 6 mm 7 盟問 8 問問 9 摺問 10仰以上

1.0 - 2.0 

2.0 - 3.0 71.20 21.60 7.20 

3.0 - 4.0 30.86 55.42 10.86 2.86 

4.0 - 5.0 8.00 45.34 34.44 8.44 3. 78 

5.0 - 6.0 24.∞ 45.27 26.91 3.82 

6.0 - 7.0 45.51 42.00 8.62 3.87 

7.0-8.0 26.00 日.66 19.87 3.47 

8.0 - 9.0 50.59 41.06 4.82 3.53 

9.0 -10.0 34. 32 43.26 18.74 3.68 

10 15.90 58. 40 21.ω 3.80 

11 62.46 34.09 3.45 

12 40.50 50.34 5.83 3. 33 

13 35.62 ぬ 23 10.92 3.23 
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3) ネックレスのサイズ別組成について

@ グラジユエーνヨシ

ネックレスを種類別に抽出調査し、使用されている珠のナイズ別個数の

平均値を算出、さらに 1本の連についてのサイズ別重量のパーセントを出

したっ(第5、6表)

但し、 l匁未満は全部 3mm未満と見倣し、 1~2匁の場合は 17吋 2 匁連の

組成表を使用した。

@ デヨーカー

ナヨーカーについては穴あけによる各サイズの重量減が問題となるの

で、まずこれから調査した。

穴あけに使用される針は、 3mm~ 8 mm珠はo.7酬の針を使用、 8mm以上

はO.8mmの針を使用しているとして、その重量減{i第 7表の様になる。

第 7表による重量:1戒を加味した珠の

穴あけによるサイズ別重量減

サイズ;重量減%jサイズ|選最減利

一 3. 4.ム「一両日jl
40ml4.3%!?.omi l.5%; 
4問 3.8%1 7例措1.4%1 

l50;218:l: 5.5側 2.3%1 9.0m胡 1.2~色

6.0mmi 1. 90色110. 1. H七|

t第 HO

サイズ別チヨーカ -1本当りの重量を

計算する方程式は

旦
亙重の珠h

ソ山
品
百
円
紅
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持
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一
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…

×

 

ーカーの

表である。

(第8表)

4) 通糸連のサイズ別組成の算定

⑤ グラジユエージョン

17吋及び、 18吋の重量別輸出本数、重量(第l、2、3、4表)と17吋及び

18吋の重量別、珠のサイズ組成表(第5 、 6表)とによって、サイズ別愉 li~
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第 9表 34年度輸出Z宝珠のサイズiHI組成

品語ミごζ~'I./'1二7-I 3ミリヂ:mey 3 ミ リ 4 ミ リ 5 ミ リ I~ ミ リ i7 ミ リ i 計 l 

山 ch 0.12 14.18 而-278513お 6. 33 一 一 一 百
Grad削 ion ili'l: :1: 匁 一一友一一一~~-一一一夜一 一夜一一 ---Ji 一一ーす一|

Graduation 数量 85. 17 6.164.51 25. 520. 99 222. 226. 01 582. 572.凹 489.776.03 1.533.036.∞ 1J数仁最 0.87 I 204 5.白 川 お 30 I 19.37 I 6.25 I 0.78 I 0.23 I 100 

Choker 29，C98.3168，14G32188，720.811.050.384.18 1.109.293.95 i 645.457.89 I 200.244.37 I 25，413.65 1 7，652.70 1 3.332.406.08 

ネックレス ~ I 0.42 6.30 I 16.61 I 26.80 1 26.70 I 16.92 I 5.33 I 0.79 0.13 1 100 

メヲ珠|数量 517.480.82 I 397.4加 11 405. 636. 81 I 378.お7.12 I 2乱 494.54 廿.3お 14 I 21.848.63 I 18.748.29 I 2.054.221. 46 

% I数量 3.546. 89 355. 442. 52 4飽， 142.m- 293，67i瓦 183.672.15一一瓦忌瓦17 2，993.55 1，387.564.74 

~ I数量一一一一一一一日 3.189.お一一旦79 944.05 40，714.51 45.些竺
4. 90 I 22. 50 26. 26 I 24. 41 1 15. 37 I 4. 95 I O. 97 1 O. 64 1 1∞ 

第10表 3~年度輸出翼珠のサイズ別組成



第1]表 36年度輸出実珠のサイズ別組成

r~占て7二1種でごー←-~--一\一ごサ~イ~F~f 3ミリ未満 3 、 4 、 5 ~ 6 、 リ 7 リ 8 、、 9 、、 ワ 10ミリ1.::止と 計

17 inch % O. 10 11.21 31.11 27.37 18.23 9.64 2. 13 0.21 
Graduation I数量 3，288匁.02 367，019匁.78 1. 019， 287匁.79 896，349匁.91 597，166匁.35 315，587匁.28 69，693匁.07 6，845匁78 152包 奴. c 

18 inch 。/ムV 。 0.75 1.90 9.67 37. 33 36.00 11. 65 2.59 O. 11 100 
Graduation 数長 i 173. 38 17，532.07 44，228.50 225，574.02 871，211. 33 840，156.50 271. 927. 08 60，442.23 2，636.99 2，333，882.10 

% 0.90 
Choker 

1.80 2.37 12.30 34.60 38.60 8. 71 0.61 0.11 100 

数長; 55，624.23 112，024.05 146，307.97 761，658.98 2，136，175.60 2，383，687.40 538，475.17 37，765.60 7，302.33 6，]79，021.33 

ネック vス % 0.50 4.21 10.26 15.98 30.日 30. 02 7. 47 0.89 。‘09 100 

総 計♂ 数ま量 59，085.63 496，575.90 1，209，824.26 1. 883， 582. 91 3，604，553.28 3， 539， 431. 18 880，095.32 105，053. 61 

ノミヲ珠 数量 154，911. 75 608，705.92 562，326.09 441，030.97 389，023.91 146，571. 39 38，133.00 34，300.36 I 2，375，003.39 

ちt 数 f喜一 3，279.41 190，280.51 267，251. 46 424，266.74 267，787.19 105，221. 55 24，407.44 2，725.91 1，285，220.21 

yz 数量 1，174.25 1，534.57 2，651.37 61. 574.16 66，934.35 

% 1. 40 16. 15 17.49 28.80 27. 05 7.31 1.1o l 0.70 100 
総合計

数量 217， 276. 79 2，505，386.59 2， 7l3. 160. 46 4，469，850.99 4，197，416.53 1，133，422.83 170， 245. 42 1 108，691.86 15， 515， 451. 47 

第四表 37年度輸出真珠のサイズ別組成

こご~品ミ種と7、--~三三~一サ一イ一ズ 3ミリ未満 3 、、 リ 4 、 5 一、 6 、 リ 7 、 リ 8 、 リ 9 、、 リ 10ミリ以上 計

17 inch % 10.38 30.∞ 27.31 19.37 10.29 2.37 0.27 I 0.01 100 

Graduation 数量
匁

329， 
匁

950， 
泣

865，721生.L! 614，012匁L 326， 
匁

75， 
匁

8， 
匁 匁

73， 2， 13679， 5， 45277. 3.4608匁事

18 inch % 0.45 1. 39 8.86 35.23 37.79 13. 38 2.75 I 0.15 100 

Graduation 数量 8，089.68 25.135.13 159，674.08 634，853.77 680，666.00 241，182.04 49，614.28 2，737.59 
1，801，952.57匁
5，377. 627.568事

% 0.29 1. 52 3.35 12.13 24.60 42.54 14.72 0.71 0.14 100 
Choker 7，C卯，917.58匁

数最 20，471. 26 107，591.∞ 237，336.95 859，979.89 1，744，157.22 3，017，348.61 1， 043， 891. 55 回，558.55 9，582.55 17，750，367.844串

ネックレス % 0.17 3.69 10.06 15.63 24.81 33.36 11. 28 0.90 0.10 100 
12，062，297.55匁

絵、 計 数量 20，471. 26 444，719.79 1，213，030.64 1，885，375.88 2，993，023.39 4，024，187.78 1，360，335.49 108，748.50 12.404.82 30.365.日2.78事

メラ珠 数量 120，206.63 566，601.911 547，911.33 399，548.405 366，913.549 194，687.58 65，446.655 28，336.16 27，， 258291，， 6?5323.. 2322匁事

1.286，996.78匁
%: 数量 4.閃6.22 201，389.75 243.130.43 342，083.18 324，590.53 133，754.31 34，449.90 3，532.46 

2， 01926，， 346568..6157匁事
yz 数量: 1，341.62 1，616.66 2，793.22 90，706.65 839，672.23事

% 0.92 15.42 17.01 23.73 29.98 10.74 1. 34 0.86 100 
総合計

数量 144，744.11 2，425，742.091 2，676，417.64 3，734，654.975 4.717，033.479 1. 690，394.04 211. 438.275 I 15.735，404.70匁
134，980.09 ! 4O: 73i3: 825: oii事
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頁珠の重量を算出した。

@ ナヨーカー

1本当りの重量別輸出本数、重量(第l、2、3、4表)とナイ

(第8表)とによって算定した。(第9、10、11、12表)

(ニ〉 考 察

この調査による、チヨーカーのサイズ別組成のうち 7mmとして計算さわした

の中に 8 間前が10%~15%程度合まれているように考えられるので、今後

このサイズ組成について抽出調査を行って正確を期したい。

2) 10mm以上のナイズについてはその過半を占める r-YzJの殆んどが、アゴヤ

貝真珠ではなく、商品色真珠である。

3) 37年度輸出サイズ別数量と38年度サイズ別生産見込み数量とを比較すると

第 1図の通りとなる。

10ゎ

第 1図 真珠サイズ別輸出と生産との比較表

. 
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+++++++++++ +++++++++++ 
+ + + + 

:全真連 だより:
+ + + + 
+++++++++++ +++++++++++ 

第12囲真珠技術研覧会

第四回、真珠技術研究会は去る10月25日、三重県浜島の水産試験場で開慢さ

れました。

当日は浜揚げが始まりf亡がしい中にもかかわらず 140人余の人が集まり、水

21筏講堂満員の盛況さでした。

全翼連浜本専務の後拶に次いで平賀部長より、立珠養捕の現況について勺説

明がありました。次いで水試の木村技師と御木本主珠会社の六回侯彦氏、長谷

川進氏より別記の研究発表がありました。その後日東紡研究所の崎山間二とより

、ボリエナレシと漁業資材について勺も研究発表がありました。お昼休みには

石川商工KKの方の真珠mレシトゲンの説明や東京戸張KKの方のグラスファ

イパー製、作業船の展示等がありました。

最後に高芝場長の司会で質疑応答がかわされ午後 3時半開会しました。

今回の諮邸及びテーマは次のとおりです。

( 1) 優良ほ貝の一つの基準について

木村三郎

(2) あこや貝寄生虫についての諸観察

大 西 侯彦 (御木本真珠会社)

(3) 春季作業用母貝の仕立について

長谷川 進 (御木本莫珠会社)

(4) ポリエチレ γ と漁業資材について

l崎山博士 (日東紡研究所)

懇談

開……寄生虫(ポリキーター)の侵入は母貝の発育状況と関係があるか。

答太田所長……発育の豆、い貝には多いように思う。又年数が多い貝程多い。

密殖地帯、!麗質か泥地のところに多い。

間・・貝掃除屑等を海中に棄てないようにすることが漁場の老化を防ぐ点から

必要と思うがどうか。
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答太田……その通り。

間……ポリキーターは員から貝へ伝染するか。

答太田……註接伝染はしない。

問……セノレカリアの生活史について

答太田・.....詳細説明。

間……ポ Yキーターの生活史についてO

答水本……詳細説明。

太田繁

西飯保

杉谷技師

高芝場良

伊藤田夫

山下信一郎

松浦鉄郎

浜口正弘

谷力調

東茂与志

森本紘正

問中信行

仲谷武

尾田寿一郎

，JI本楠和 中村俊 松本太郎

山本清録 太田源七 回ノ上澄雄

杉本孝一 猪野長 竹内剛

山本語行外 2名 井上太市

山岡三夫 井上啓隆 谷口治三

東山守三 大西侯彦 長谷川進 磯野治

山本佐太郎井上貞信外4名 西飯正敏外2名

大西磨司 邦j部宮子 紫原康雄 水谷七三

紫原)1国蔵 村田健治紫原とよみ紫原清太郎

紫原楠茂

西井寓定

植本東彦

鼓1

南力男

浜口宏良

山川進

森下修

亀井

昭

政犬

西井千代吉

井倉広吉

東徹

竹内太二

出口彦奨

町井

関

7]¥本三郎

大井田正和

山口

西井猶古

西村豊己

堀口俊男

中村博明

沢田保夫

木村三郎

内山一彦

加藤金治

西井清策

川口弘

東隆男

加藤金治

浜野隆一

席者

研

庁

試

高

市

町

町

勢

部

児

出

国

県

氷

水

伊

磯

i河

谷口治門

太田磨

西岡幸孝

熊沢カνム

紫原宇一

大西秀郎

岡本剛幸

四飯千賀子

伊藤三雄

太田環

山村宇一

磯和様車11i

町

町

町

王

摩

島

大

志

i発

奥村〕彦!II口仲良ELlJ本金男

ームR
U
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南勢町 浜)11 修 泉美行 平賀常也 向城良彦 中村正弘

西村 i彦 大谷俊浴 河口金光 竹内敏夫 幸田隆

川口欣三 村凶忠一 中村博三 中村孝楊 r?W"釈理生

南 島町 梅谷安減外 3名 旦t中すよ 島問三郎 J虫中増三郎

岸信生 山下智光 山JII修佑造嘉正礼毅 下村仁文

大野敏夫 大野哀珠 浜地弘 吉永弘 関川 手元

倉地タカν
市5 外l 中森宗平 森広i洗蹴 浜口腕己 浜口正 筒井紀雄

その他 東京戸張KK 石川商工KK

全真連 浜本専務 平賀部長 森下 番匠

挿核技術講習会開催

最近の求人難は真珠業界にも波及し、なかでも挿核技術者の不足はひどく施

術工のスカワトまで行われるような状況にあるので、施術工の育成と挿核技術

の向上を図るため、関係地区真珠漁協と共同して次のように挿核技術講習会を

開催した。

。南海地区

1.期日=38.12. 2 ~12. 20 (19日間)

2. 場所 =牒 浦漁協

3.講師=志摩郡志摩町和具浜口百々千氏

4.受講者 z 初心者157人(第l班~第3班)

再講習20人(第4斑)

計 77人

O第 1班(班長中村金続)

中村さよ子 河口ふさ子 青木ょう子 中村恵美子

青木正子 羽根みゆき 片出達也 西まゆみ

西あき子 上野鈴子 辻井加代美・ 中村たて代

O第 2fiE (班長青木亀寿)

片出菊香 中村かな代 伊藤さゆり 上野たか代

中村ふとみ 中村米子 片出久耳目 中村 静

山本みわ子 浜口るり子 河口光江 長井俊雄

青木亀寿 羽根 暁 中村とし子 中松公子
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中村伊都子

中村金親

片出照美

中村俊子

中村 ):零子



O第 3班 (班長中村年文)

中村南光 片出秀男 瀬川喜男

西村忠子 西村いつ子 中村な Lえ

中村さきよ 長井きさ子 大西小文

中村きみよ 中村年文 竹丸鎌子

O第4班 (班長片出哲也)

片出哲也 瀬川丈子 中村 郁子

片H:I古代 背木美知子 上野うめ

中村 刻炎 片出共子 片出ヤア子

羽板正司 片出のり子 青木ちえ子

際 研究会

羽根しづ子

青木安代

中村泰子

中村ふさみ

中村 昭子

中村ともよ

片出才子

瀬川しな子

羽根暁子

中村葉生子

育木宗勝

中村美代香

中村弘子

中村とし子

羽根美代乃

田岡さな子

なお講習会期中の12月

9 n、「真珠貝寄生虫」を

中心と した研究会を開催

多数の出席者を得て盛会

継に終了した。

出席者は次のとおり。

御木本立珠多徳養殖場

長谷川進氏

全立述 平賀部長

南海真珠漁協

中村組合長河口理事

その他50人

文南海地区においては 3月中!と再度講習会を開催し、この講習会で挿核した

ものの試験むき等も行い仕上げをする計画になっている。

。越賀地区

1.期 日 =39. 1. 4-1. 22 (14日間)

2.場 所=越賀地区の各誌ー殖作業場

3.講師=浜口百々千氏

4.受講者=74名

0第 l班 (14名)

~I 上武夫 ( 1名) (布) 鵜丹谷冥J3k(5名) (右)丸目立珠 (4名)

山下伝二郎 (2名) 太田政二 (2名)
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。第2f，在 (9名)

鵜丹谷長一 (5名) 松井良作 (3名) 小川美代次 (1名)

O第 3班 (9名)

小林楠弘 (4名) 中村桂 (2名) 浜口長生(1名) 磯和清行 (8名)

O第 4斑 (8名)

山村岸一 (3名) 井上普之助 (4名) 松井十四雄(1名)

O第 5班 (9名)

丸和真珠 (5名) (有)山本水産(1名) (有)小川物産 (2名)

越賀喜一(1名)

0第 6斑(12名)

太田磨 (5名) 磯和松市 (4名) 西岡春芳 (2名) 松本虎一(1名)

O第 7班 (13名)

井上物産(10名) 井上啓行 (3名)

真珠技術研究会開催

第13回真珠技術研究会は真珠貝寄生虫問題を中心にして、 2月24日伊勢市真

珠会館において開催されました。

詳細は会報46号において御報告いたします。
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，..---------------------， !養殖場めぐり(

一一 富 士真珠の巻←ー

(1)沿革

大二次世界大戦后の浪乱期、40年のE花火をもっ石油販売業の老舗、回安商百

社長横瀬寛氏と現苗土真珠社長千村重友氏はいち早く真珠にjR-目し、n殊事業

にのりだすべく準備を行っていた。閉じ頃伊勢市に設立されていた後宮立珠

は、三重県浜島町i乙技殖場を有し、5-6ミリを主力に冥珠業を営んでいた

が、未だ一回の浜場げも行わない うちに行きずまり 、そのrf令的な居助を級瀬

氏に依頼した。 m助をJ，I;われた同氏はrt~の援助と同時に後宮広務~の経営権を

引受け、昭和23年10円後宮n殊を富士真珠株式会社に変更、n本令を1，000万

円とし社長に千村m及:氏を推しここにはじめて21土真珠株式会社のro米後舶の

府:史が始まる取になった。

浜必至芸殖場
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発足頭初!'i.東京銀座の並木通!と本社を置き、伊勢市岩淵町に伊勢事務所を向

いた。又伊勢事務所の傘下!と、三重県浜品開I迫子、磯部町三ケ所に安列I(t易を設

置した。 当初リの従業員は千村氏以下60名程度でfi;業規模も 5~6 ミ リ主力に20

万~30万貝程度のものであった。

翌24年10月には三重県古和il1iに避探漁場を開設し校殖場の拡張は一段落した

が当11をは漁業総問題が慨しく新潟、場の1m設に囚日Ifjをきたしたり 、又1詰初から 2

年-3年もの主力の作業方針であったため経営は亦字の述杭であった。しかし

26年にな りよ うやく養殖場経営も軌道にのりはじめた。同社では発足と同時に

愉LU販売、加工部門にもカが住がれその問の加工販売の路逃は若しいものがあ

った。これらの需要に対処するためと、三重県im.均の品質低下から35年2月に

は岡山県笠岡市北木島!と基地.. 1ft仕上のがf漁場を開設、又同年10月には愛媛県北

宇和郡北宇和海村遊子に

基地、仕上、J世話尽を兼ね

た漁場を開設し現在に至

っている。

一方加工、愉111販売部

門の方は会社発足と同l時

l乙設j;T，:された。 i昭和24年 . .. 

4f1伊勢'ji.務所内にjffi糸 i〆
iili加 L助を{河 t没、同5)1 

には千代田区 5喜子町に出

身H}JIJ工場を設置した。

27年には銀ゆ.の本祉に小

光部門を設け、困内小売

ft] ;1りの拡充を~I・り 、30年

に11.恥f';'/i[l:向けの販売を

旅立するため芯土真珠販

売株式会社を設 ，'L し横~J{

f't'、佐世保、立川|等の基

地内にPlZ売j占をだした。

32:W.4月にはサン プラ ン

νスコ支j占を開設ますま

すその愉出版光を増大せ

しめた。そのil命出販売先

伊勢 加工，.窃

以

ω



は米国が50%位で次はヨーロツパ及びインドの)1践となっているが世界各国に平

均に輸出しているのが特色である。特に通糸連では上級品のみを取扱ってい

る。

今日富士真珠は資本金2，000万円となり業界屈指の一貫メーカーに成長して

きているが、これらは、横瀬氏をはじめ千村社長のもとに遂行された豊富な資

金による合理的な近代経営の賜と云うことができょう。

干上 歴

昭和23年10月 富士真珠株式会社設立資本金1，∞0万円

本 社東京都中央区銀座西 5-3

伊勢事務所伊勢市岩淵町84

養殖場三重県志摩郡浜島町迫子

。 三重県志摩郡磯部町三ケ所

昭和24年4月 伊勢通糸連加工場を併設

5月 東京都千代田区 5番町に装身具加工場を設置

10月 三重県度会郡南島町古和浦に避寒漁場を設置

昭和27年6月 本社屋内に小売販売部門を設置

昭和30年11月 富士真珠販売株式会社を設置

昭和32年4月 アメリカ、ナンフランνスコ支屈を設置

昭和34年2月 伊勢市に通糸連加工場を新設

昭和35年2月 岡山県笠岡市北木島養殖場設置

10月 愛媛県北宇和郡北宇和海村遊子養殖場設置

昭和36年 倍額増資、資本金 2，000万円

(2) 養殖の現況

喜土真珠の養殖部門は従業員 200余名をょうしその養殖場は三重県内では浜

島町迫子、磯部町三ケ所、南島町古和浦にあり、県外では岡山県笠岡市北木島

と愛媛県北宇和海村遊子にありこれらの 5つの養殖場より構成されている。三

重県では浜島が主力漁場でここは年間水温が10
0
C~30o Cで基地及び仕上の両

方に使用され全施術貝の40%はここで作業されている。的矢(聞社では三ケ所

にある漁場を的矢漁場と呼称している。)は基地及び仕上の両方に使用されて

いるが、ここは仕上漁場としての性格が強く三重県内の施術貝は大部分ここで

仕上されている。古和j甫は浜島、的欠の避寒漁場として使用されている。関山

県北木島漁場は水温は 60C~280Cで基地、仕上の両方に使用され、又愛媛県

一 回 一



遊子漁場は水温lま160C-260 Cで冬は高く 、夏は低くて養殖場としては非常

に恵まれている。ここは基地 ・仕上 ・遊楽の各々の性格をもった良漁場であ

る。聞社は従来三重県漁場が主力であったがこれらの漁場は密殖あるいは老化

現象などにより年々品質低下がみられ新しく新設された、北木島及び遊子漁場

に養殖の主力が移行して来ており現在では後者の方が主力漁場となってきてい

る。

同社は発足頭初は 5-6ミリの 2年ものを主力lz:.作業していたが33年頃から

次第に 7-8ミリにきりかえられ、 3年ものが多くなり 2年ものとの比率は3
対 7位で3年ものが多くなっている。

浜口7縫殖場における玉入れ施術

その品質については加工愉出の一貫メーカーであるだけに加工部門からの要

求がきびし く、従って去を殖部門では浜島漁場の研究室を中心に品質向上に大き

な努力がはらわれているので、 近年の品質向上は著しいものがある。例えば養

殖場においては施術の適期が夫々異なるため、一年のうち 4月下旬-7月下匂

は三重県内の漁場で施術作業が主に行われ、8、9月は瀬戸内海の漁場て'行うな

ど夫々の漁場を有効に使用している。しかしこれだけの潟、場で生産される珠も

自家加工の対-x程度しかまかなえず大部分は外部購入に依存している状態で

ある。 今後は新しい後殖場は設置せず現在の漁場をより有効に利用し品質向上

を第ーに進める方針のようである。

回
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又聞社lとは創立と同時

に浜島漁場内に養殖部門

の研究室が設けられ‘初

代研究員には小林氏が選

ばれた。以来多くの研究

は業界にお献するところ

大きい。今日背木、田所、

茶木の各氏が研究員とし

て研究にはげんでいるが

今後とも業界がこの研究

室に期待するところは大

きいものがある。

(3) 会社の機構

本社

伊勢事務所

富士真珠届

浜品 研究室

東京都中央区銀座西5~3

伊勢市岩淵町84

東京都中央区銀座西5~3

ナンフランνスコ支j苫 アメリカ ・ナンプランVスコ市

O加工場

市ヶ谷工場

伊 勢工場

。 器殖場

東京都千代田区 5番町12

伊勢市八日市場町305

浜 !2iW殖 J品 三重県志摩郡浜島町迫子(仕よ、越地)

的矢養殖場 三重県志摩郡磯部町三ケ所 (仕上、基地)

古和浦養殖場 三重県度会郡南島町古和浦(避寒)

北木山養殖場 岡山県笠岡市北木島長谷(仕上、基地)

遊 子養殖場 愛媛県北宇和郡宇和海村遊子 (仕上、基地、避寒)

資本金 2.000万円 筏台数 1.100台

従業員 200名(養殖部門)

代表取締役会長 横瀬 寛

代表取締役社長 千村重友

取締役小賀野隆治

丹野勝ー

監査役林 延 行

助

夫

醇

武

附

松

見

沢

柿

渥

梅

門司
円

h
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編 後 ロぃ==ロ集

。皆様のお手元lこ第2巻、第2号をお送り致します。

O作業開始も近ずき、母介仕立のことに関心が集

まっていることと思いますので、長谷川氏、植本氏に母介仕立に

ついて御寄稿願いました。参考にして下さい。

。νミ珠、突起珠の形成について、富士:真珠の青木氏から、貴重な

発表をいただきました。 νミ珠、突起珠を{乍らないよう努力して

下さい。

。業界の元老、小林万作氏が去る 2月3日になくなられました。

小林氏ののこされた文献は偉大なものであります。技術研究会へ

も御寄稿いただき、感謝の念にたえず、御冥福を祈ります。

。今后とも会幸fiについて御怠見がありましたら

せ下さるようお願い申し上げます。

年 2月20日発行

第2巻第2号会報

(通巻第45号)

三重県伊勢市岩淵吋84番地ノ2

真珠会館内

発行所全国真珠養究室漁業協同組合連合会
電話(伊勢局代表)4147苦手
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